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はじめに て文書管理のルールが決まっている。利用 しかし、何がそれに該当するのかを判断

今回のパッション32の編集に当たり、図 及び保管に関して言えば、 一般の書庫へ するための考え方、基準といった「物差

書館や博物館の実務の方々からの取材 の保管とその文書の検索とロケーション管 しj まで用意しているところは多くはない 。

や寄稿文を通じて、「保存」の重要性を改 理で迅速に取り出しできることが求められ 歴史資料となるべき公文書の保存に向け

めて感じることができた。図書館に当たっ てきた。ただし今回の特定歴史公文書等 て、具体的にどのように作業していったら

ては郷土資料や学術資料、古文書等や、 の永年保管になれば、「保存」的視点が よいのかについて、以下のような方法を考

博物館に当たっては様々な材質の文化財 重要になってくる。 察する。

に対して保存活動に労力が払われている。

新たな保存の対象として、注目されるであろ 保管から「保存」へ 1.保管・保存へのルールひとめ

う公文書、特に特定歴史公文書の取扱に 公文書もまた、貴重書や文化財と同様 ①保存基準の策定(期限のランク付 )

ついては、「保存j のノウハウを大いに応用 に唯一性を踏まえるならば、その「保存J ②基準に応じて資料を選別

できると考える。 については同様の対応が必要になってく ③目録整備(記録管理)

ると考える。また移管後、文書そのものを ④電子化(検索)

公文書とは ただちに廃棄するのではなく、「歴史資料 ⑤出納管理&ロケーション管理

公文書とは①行政文書、②司法人文書、 として重要な公文書;等」に該当するかどう ⑤受入体制(目視確認と必要に応じて矯

③特定歴史公文書等のいずれかを意味 かの判断が必要となる。何が「歴史資料と 蒸処理等の保存に必要な措置を施す)

する。 (公文書管理法 第2条第8項)。一 して重要な公文書等」であるのか、 主体 ⑦レプリカの作成 (利用閲覧用)

般に文書は作成、利用、保管、移管(保存、 的に判断し保存し利用の措置を講じてい ③職員教育

廃棄)といったライフサイクルを有し、官公 く必要がある。歴史資料として重要な公

庁や民間企業、病院等の各組織体におい 文書等を残すために、どうしたらいいのか。

25 

2 ， 1~l行 Id: lえび人 Ll.'n・ Ilhjの制定

①保管量と年間受入量の概算算出(フア

イルメーターに換算)

②占有面積の算出

③出納頻度及び人員計画の算出

:.U別~fJh~)9rの特定

既存の施設(保存設備を有している)

→博物館・図書館・文書館

既存の施設(保存設備を有していなし、)

→庁舎・空き教室・公共施設の用途変更

リノベーション

新規の施設

11.与・えられるリスク

①火災(消失)

②人災(盗罪IU

③震災(破損)

④生物劣化(虫害)

⑤化学劣化(光害や空気質環境)

@経年劣化(温湿度環境)

電子化

タト剖;ストレージ・

メディア等に保有

りスク

事
物
化

運用と実践

現物元本

専用保存設備あり
博物館・図書館・

文書館・書庫

空調設備

消防設備

照明設備

調i皇内装

監視カメラ

入退室管理

-..............可

次世代に

継承

5 ， 1~\イl J)tHHの検討 現在、全国的に耐震改修が行われてお

①保存 り、その |捺に保存環境も考え直す機会だと

出入り口 (扉 ・入退室笛i'J_ill.監視カメラ) 思われる。保存計画の実践ステップ。は案

[耐火性・防能性・気密性} 外支[i られていないし、試みようとしても踏み

壁内装

[ï耐火性・調湿性]

保管什器・家具

[ )1財什性・効率性]

空調設備 消防設備

②利用

閲覧什器・家具 検索用PC

①展示

展示ケース

④管理

近年の施設整備において、 IPM的視点

による環境問題や虫害対策の導入が図れ

ている。九州国立博物館や国文学研究資

料館で、は建設時からIPß/I活動を行われた。

今後増えてし、くことであろう。
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①導入費用 (イニシャルコスト)

②維持費用(ランニング&メンテナンス

コスト)

以上の項目を検討し;ながら、保存計画を

立案してし、くことになる。

とと守まってしまうことも多くはなかろうか。 ま

た職員の異動に伴う保存計画業務の引き

継ぎも複雑化すればするほどヲ | き継ぎが

満足できない傾向にある。 今回の寄稿い

ただいた東京大学の小島先生の 「戦略的

保存j の考え方や、 MLA(博物館・図書

館・文書館)の専門機関として保存活動の

取り組みや実践について国文学研究資

料館の青木先生の話は興味深い。

最後に

これまでは施設整備時点の話が焦点に

なりやすいが、整備後もきちんとした環境保

全が重要になる。 日常管理で、ある清掃やjRi

湿度管理、害虫管理、公文書今や資料の状態

確認等のIPMメンテナンスも実践することに

なる。我々メーカーも、設備システム納入後の

確実なメンテナンスやサービスをサポートでき

る体制を維持し、次世代への文化の継承に

役立っていきたい。 なお金剛はこれまでの

「保存jの実績とノウハウを携えて、お客様に

最適なソーリューションプランを提案してしミく。
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